
施工説明書
施工業者様用

施工説明書 施工業者様用（表面）取扱説明書 お施主様用（裏面）

「施工業者様へのお願い」
「取扱説明書」を添付しております。お施主様が製品を安全に正しくご使用していただくためのお願い事項やお手入れ方法など
の重要な内容を記載しておりますので、必ず、お施主様に手渡していただきますようお願いします。
（取扱説明書は弊社HP http://www.daiken.jp/よりダウンロードも可能です）

■シンボルマークと意味：誤った取扱いをした場合に生じる危険とその程度を、次のレベルで説明しています。

誤った取扱いにより傷害または家屋・家財などの損害に結びつくもの

●本製品は一般内装用（上履き用）の床材です。重歩行用（土足用）には使用できません。
●本製品は床暖房非対応です。

●下地工事、二重床の施工は、各部材メーカーの施工説明書をよく読み、注意事項を守って使用してください。
●床下の換気を十分に行えるように換気口を設けてください。床下が多湿であったり、通風が悪い場合には腐朽
の原因となります。

●ピアノ、大型冷蔵庫等の重量物を置く場合には、下地の補強を十分におこなってください。
●施工・加工時には、防じん対策をとってください。必要に応じて防じんマスク、保護手袋、ゴーグルを着用し
てください。

●裏面にお施主様用の「取扱説明書」が記載してありますので、必ずお施主様にお渡しください。
●本製品の廃棄は各自治体の規制に基づき適切な処理をしてください。

●接着剤はノズル口径を８φにカットし、３０３㎜ピッチで線状に塗布してください。また、
製品短辺雄実部にも必ず塗布してください。（図3、4）

●釘の打ち込み位置は図３の通りフロアー長辺雄実部に１５０㎜ピッチ、短辺雄実
部に３箇所以上釘打ちしてください。また、釘頭を目立ち難くするために、雄実付け
根から約１㎜程度あけて釘打ちを行ってください。（図５）（フローリング用ステープル
の場合も同じです。）また釘はフロアーに荷重をかけた状態で打ち込んでください。

「してはいけない」を示します。

■警告図記号について：本文中に使われている図記号の意味は、次のとおりです。

警告表示の種類と内容 ■弊社製品を長期間安全に使えるよう施工するために、またトラブルのない確実な施工をしていただくために、以下のことを必ずお守りください。

注意

「必ずおこなっていただくこと」を示します。!

捨て張り材の種類 厚さ 根太の仕様

合板

ネダレス針葉樹合板

12㎜以上

24㎜以上（※２）

パーティクルボード 15㎜以上（※１）
断面 45×45㎜以上の乾燥材
（間隔 303㎜以下）

－

４５゚～５５゚が
目安です。

１㎜程度 図5

図4短辺雄実への接着剤の塗布
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釘打ち
長辺１５０㎜ピッチ

図3釘打ち
短辺３箇所以上
釘打ち
短辺３箇所以上

接着剤
３０３㎜ピッチ

●捨て張り工法用ボンド
　「ＤＫ接着剤ＥＣＯ」、「ＤＫ接着剤ＥＣＯ簡単ふきとりタイプ」

●スクリューネイル 38㎜
●フロアーステープル 38㎜（肩幅 4㎜以上）

釘

接着剤

（※１）ただし、根太間隔が４５５㎜を超える場合は、たわみや床鳴りが生じ易くなるため、
２０㎜以上のパーティクルボードをご使用ください。

（※２）ただし、メーターモジュール（大引き間隔１，０００㎜）の場合は、たわみや床鳴りが
生じ易くなるため、２８㎜以上のネダレス合板をご使用ください。

接着剤
（短辺雄実下部へ塗布）

美装時のワックス掛けは必要ありません。

ダイケンフロアー455幅タイプ（一般Eハードベース仕様）
用途【住宅内装用（床暖房非対応・耐キャスター・ワックス不要）】

図1

100㎜以上

100㎜以上

下地材継ぎ目

図2

施工方法

❺養生方法
●施工後は、傷防止のために必ず養生し、床材表面を保護してください。
　弊社の養生ボード・専用テープの併用をお勧めします。
●布製ガムテープや広巾クラフトテープ等は粘着力が強く、床材表面を損傷する
　恐れがありますので使用しないでください。
　養生テープをはがす場合は、ゆっくりとはがしてください。急激にはがすと床
　材表面が損傷する恐れがあります。

❹施工
●下地への固定は、次の釘および接着剤を併用してください。その他の釘や接着剤を使用
　したり、釘のみで固定した場合、床鳴りや目隙の原因となります。

●捨て張り材は、ビスまたは釘（間隔３０３㎜以下）で根太・大引に固定してください。
●捨て張り材同士の継ぎ目には、２～３㎜の隙間を設けてください。
●捨て張り材の表面は平滑になるように調整し、継ぎ目の段差がないようにしてください。
●遮音マット、石こうボード（床下地用高密度タイプ）へ施工する場合は、木質下地へ固定で
　きる長さの釘を使用してください。
●二重床を施工する場合は、必ず二重床メーカーの施工仕様に従ってください。
❷下地施工後の確認
●下地施工後、異常なたわみや床鳴りがないことを確認してください。
●下地材が乾いていることを確認してから床材を施工してください。水分を多く含んでいると、
　シミやふくれの原因となります。（含水率１４％以下）
●下地材表面を清掃してください。異物が残った場合、床鳴りの原因になります。
❸割り付け
●施工前に製品を仮並べし全体の色、柄のバランスを確認してください。
●下地材の継ぎ手とフロアーは図1のように１００㎜以上離れるように割り付けてください。
●１．５尺または３尺ずらしの施工が標準ですが、隣フロアとの目地が多少ずれること
　があります。
　フロアを施工される場合、１枚ずつ隣フロアとの位置を確認して施工ください。
　目地のズレを避ける場合は尺または２尺ずらしにて施工ください。
●巾木を使用する場合、壁とフロアーの間に必ずは３～５㎜の隙間をあけてください。（図2）

❶下地工事
●捨て張り材は、次のいずれかとしてください。



http://www.daiken.jp/  

弊社指定の施工場所に弊社の施工方法・取扱説明書に準じた正
常な施工・使用がなされている状態（前提条件）で、上記事項を
保証します。なお、本内容は日本国内においてのみ有効です。

末永くご使用いただくための注意事項・ご理解いただきたいこと

●化学ぞうきんはドライタイプの商品をおすすめします。ウェットタイプの商品は、商品の使用上の注意を充分に読み以下についてご注意の上、ご使用ください。
◆ご注意いただきたいこと
・床材の切れ端やカットサンプル、または床の目立たない場所等でお試しいただき、問題がないことを確認いただいてからご使用ください。
・水濡れ箇所、ワックスがけの直前、直後には絶対に使用しないでください。ワックスが白くなったり、床材が変色する可能性があります。
・床の上に長時間放置しないでください。床材が変色する恐れがあります。
●化学ぞうきんの繊維が目地部分に引っかかり、付着し目立つ場合があります。

お手入れ方法・
使用上のご注意

▲詳しくはこちら

●重量物（ピアノ等）を置く場合は、敷板等を脚部の下に敷き、重量を分散させてください。(8kgf/c㎡以下）
●テーブルや椅子を引きずると、床材表面が損傷する恐れがあります。足先にフェルト等を付けて床材表面を保護してください。
（ゴムキャップは種類により床材を汚染するものがありますのでご注意ください。）
●床材を長時間濡れたまま放置すると、シミやひび割れ、変色、膨れ、剥離等の原因となります。
　また、表面が濡れていると滑りやすく、転倒の恐れがあり危険です。速やかに拭き取ってください。
●水が飛び散る恐れのある場所では水濡れおよび転倒防止、床面の汚れ防止のためマットを敷いて表面を保護してください。
●マットの材質によっては床表面が変色する恐れがあり、特に白色・淡色床材では目立つことがありますので、
　マットの注意書きをご確認ください。時折敷物下の状態をご確認いただき、汚れがある場合は清掃してください。

●床暖房、こたつ、電気カーペットは使用しないでください。
●本製品は上履き用です。土足では使用しないでください。
●キャスターの種類や荷重、頻度等の使用状況によっては、凹み傷や表面剥離が生じる場合があります。金属製キャスターや球状キャスターの
使用はお控えください。キャスターの使用頻度が高い箇所はカーペットなどを敷いて、床材を保護してください。
●スチームモップは、床材を傷めますので使用しないでください。
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※使用する場合は、メーカーの使用方法に従ってください。

日常のお手入れをするとき
汚れがひどいとき
上記方法でも汚れが落ちないとき

乾いた雑巾で拭く
固く絞った雑巾で拭く
中性洗剤（※）を含ませて固く絞った雑巾で拭く


